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雑

錐

世
大
利
の
財
政
制
蹄
近
況

誰

隷

伊
太
利
の
財
政
都
清
近
北

干j

JI' 

治

仰
木
利
は
凶
J
抑
制
附
聞
に
し
て
人
口
多
〈
天
然
資
源
の
乏
し
き

慢
性
の
蛤
入
超
迦
闘
で
あ
る
、
此
黙
に
於
て
M
V
太
利
は
我
闘

ι

類
似
す
る
献
多
く

従
っ
て
伊
太
利
の
経
済
吠
践
は
、
他
の
宮

裕
閣
の
夫
れ
よ
り
も
、
却
て
我
閣
に
止
り
参
考
止
・
な
る
べ
き
所

が
多
い
。
特
民
最
近
に
は
金
解
禁
が
我
閣
の
時
の
問
題
'
と
た
っ

一て

月居
ニる

の
日で
のあ
緊 G
J斗か

型ー
をも
以 i!'

長者
tt: ~':
主J於

kG 
-ーL1!L1ニ
ハィー

利1牛
σ】←」

新
許
慨
を
制
定
L
A
R
鵠
替
本
位
を
探
川
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か

く
て
伊
太
利
は
従
来
白
川
搭
多
〈
し
て
不
安
定
極
ま
る
投
機
的

活
動
の
時
期
を
閉
止
し

出
叫
に
入
っ
た
。
乍
併
一
同
別
よ
り
他
。
時
明
へ
の
特
換
は
念
激

安
定
不
動
的
在
る
生
産
的
活
動
の
時

に
偶
獲
さ
れ
る
も
の
で
た
く
、
恰
も
咋
一
九
二
八
年
は
貨
幣
悦

第
二
十
九
巻

三

O
回

第

就

四
λ 

他
。
建
直
し
に
よ
り
安
定
せ
る
新
時
服
へ
進
む
過
波
朋

E
左
し

た
の
で
あ
る
。
と
の
過
渡
期
に
営
る
一
丸
二
八
年
比
於
け
る
伊

太
利
の
財
政
経
梢
欣
態
を
ミ
一
フ
ノ
王
立
大
型
教
授
壬
ル
タ
ラ
氏

が
記
述
し
て
ゐ
る
。
以
下
、
人
口
と
刷
町
議
と
コ
業
主
商
業
止
外

図
貿
易
及
び
金
融
止
財
政
!
と
の
六
一
引
に
分
、
伊
太
利
の
財
政
相
世

拙
円
欣
況
の
大
要
配
紹
介
す
る
と
、

+
引
の
如
〈
で
あ
る
。
勿
論
武

幣
悦
伯
の
安
定
は
此
山
時
明
縦
訓
川
以
山
』
の
決
げ
ん
的
川
町
閃
で
あ
っ

た
が
‘
他
の
事
情
特
に
人
口
の
成
増
欣
抽
出
維
持
と
砂
川
の
抑
腿

及
び
農
業
方
面
に
於
け
る
天
候
の
不
刷
唱
も
十
掛
か
た
り
の
影
響

を
奥
へ
た
も
の
た
る
事
は
注
訟
を
裂
す
る
。

一
、
人
口

伊
太
利
人
口
は
一
九
二
八
年
比
は
争
激
友
増
加

の
勢
を
推
持
し
た
、
副
ち
川
生
数
一

O
六
商
問
干
、
死
亡
数
六

一
寓
九
千
、
故
に
海
外
移
民
政
を
考
慮

ι入
る
込
時
は
約
問
。

商
人
の
純
増
加
が
あ
っ
た
。
此
の
年
末

ι於
け
る
人
口
納
政
は

約
四
、
二
一

O
高
人
で
あ
る
。
海
外
移
民
敢
に
闘
し
て
は
精
雌

な
数
字
は
得
ら
れ
左
い
が
少
数
在
り
し
事
は
判
る
。
移
民
自
抑

鹿
は
咋
年
の
特
徴
を
な
す
も
の
で
串
っ
て
、
此
事
は
新
移
民
の

充
山
祉
を
避
け
ん
と
す
る
来
性
移
民
図
の
政
策
!
と
、
伊
闘
が
有
効

1) Giorgio Mortara， (Tr. par G. Bourgil1) ; La vie {>conomique en Italie 
-Revl1e d'economie politiquc. Mars-Avril， 1929 



な
る
持
働
力
を
岡
民
的
資
源
の
開
設
に
利
用
せ
ん
と
せ
る
政
策

を
採
り
し
事
と
の
合
成
町
択
で
あ
る
。

乙
、
農
業

人
的
食
料
品
た
る
小
姿
・
裸
姿
・
米
等
の
牧
雄
は

七、

O
コ
O
高
片
、
刷
物
食
糧
品
た
る
玉
樹
黍
・
燕
婆
・
大
姿
等

前
五
筒
年
平
均
に
比
し
前
者
は

は
、
二
五
九

O
前
向
片
に
し
て
、

五
h
高
片
多
く
後
者
は
七
阿
南
片
少
い
。
穀
物
牧
雄
は
全
憾
と

し
て
一
入
賞
り
二
三
側
駐
に
し
て
崎
互
ヶ
年
平
均
二
川
六
百
に

比
L
少
い
G

賜
鈴
制
高
也
前
五
ヶ
年
平
均
二
、

o=一O
寓
片
在
川

町
一
)
よ
り
て
問
丸

O
寓
月
(
一
一
机
…
叫
)
に
誠
り
、
民
側
も
同

二
三
、
問
↑

C
高
対
か
ち
こ

O
、
二
七
O
高
月
K
減
少
し
た
。

之
ー
と
氏
封
に
野
菜
及
び
架
の
生
産
多
少
増
加
し
、
葡
萄
及
オ

H
1
ず
は
四
品
目
作
で
あ
っ
た
、
即
ち
葡
萄
一
泊
は
問
中
ハ
八
寓
好
(
叫

ヶ
年
平
均
J

J

f

ヘ
前
五
ヶ
年
平
均
J

三
四
四
好

J
オ
H
I
ず
泊
は
二
四

O
寓

t
r
一
λ
五
高
山
骨
)
ー
と

た
hv
、
型
官
同
様
に
二
、
八
六

O
高
H

h

(

羽
町
'
計
計
制
)
と

増
加
し
共
品
質
も
亦
向
上

L
て
ゐ
る
。
蹴
は
大
関
常
態
の
生
産

額
を
鮒
持
し
、
昨
は
少
し
減
っ
た
。

右
の
如
き
葡
萄
泊
・
オ
リ
ー
が
泊
・
甜
菜
等
の
増
産
は
穀
物
・

馬
鈴
薯
・
持
組
等
の
減
産
と
相
殺
さ
れ
て
農
産
額
の
平
均
を
特

雑

師
長
利
白
財
政
組
関
近
視

品是

せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
質
的
差
異
は
之
を
如
何
・
と
も
た
し
得

-
泣
い
。
従
っ
て
前
年
の
減
牧
に
引
続
き
た
る
食
料
品
減
収
を
補

充
す
る
が
矯
プ
丸
二
八
年
に
及
ん
で
は
共
の
輪
入
蛸
酬
を
増
加
せ

し
め
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
前
五
ヶ
年
平
均
の
大
葬
輸
入
額
は
二
、

三
二

O
寓
片
在
る
に
昨
年
忙
は
二
、
七
五

O
高
H
A
，
と
注
り
、
王

切
黍
は
九
一

O
寓
片
(
一
当
能
仰
向
)
、
牛
一
九
百
円
一
間
(
一
日

印刷
.
)
t
k
っ

τゐ
る
。
乍
伸
他
方
制
常
輸
出
せ
ら
れ
た
も

の
も
あ
る
、
仰
ち
米
は
一
八
四
寓
片
(
前
五
今
年
専
向

J
}

、
局
鉛

/
一
八
O
高
丹
、
、

書
日
δ
七
前
月
(
羽
川
一
日
榊
仰
向
)
、
青
果
・
青
茶
等
も
前
五

l
l
{
i
J
、

タ
年
千
均
よ
り
多
少
聡
出
増
加
が
あ
っ
た
。
チ
1
ス
の
輪
開
倒

熱
卵
・
シ
ト
ロ
ン
・
オ
レ
ン
ヂ
・
巴
旦
脊
等
は

何
れ
も
平
均
よ
り
減
少
し
て
ゐ
る
。
之
毎
の
輸
出
額
の
減
少
は

も
増
進
し
た
が
、

そ
の
減
収
に
基
く
も
の
に
非
守
、
他
の
競
争

ι基
く
も
の
ふ
」
考

へ
ら
れ
る
。

昨
年
の
伊
太
利
農
産
の
減
収
は
前
年

ι髄
く
気
候
不
順
に
進

〈
も
の
で
あ
る
。
か
〈
東
候
が
順
不
順
と
織
起
す
る
と
止
は
持

来
農
産
物
の
改
良
増
加
主
企
固
す
る
務
力
を
促
す
で
あ
ら
う
。

加
之
岡
家
公
共
の
機
関
及
び
私
的
国
慨
が
協
力
し
て
農
業
D
A口

第
二
十
九
巻

一エ

O
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四
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雑

結

伊
太
利
の
財
政
部
地
間
近
況

理
的
耕
作
方
法
の
採
用
主
奨
陥
し
、
同
賞
典
又
は
柴
春
を
輿
ム

る
方
法
に
よ
り
最
も
技
術
的
且
巧
妙
た
る
耕
作
者
を
賞
揚
す
る

H寺
は

耕
作
者
側
K
競
争
を
惹
起
し
、
現
在
不
光
全
叉
は
全
然

耕
作
せ
ら
れ
ざ
る
土
地
に
集
約
的
緋
作
を
な
さ
ん
と
す
る
改
良

掛
作
が
剖
山
山
叫
K
宜
現
せ
ち
る
k
A

も川
U

で
晶
る
。
か
t
A

司
令
熱
心
扮

力
は
人
口
榊
加
の
現
欣
に
於
て
表
団
的
↑
時
的
の
も
の
で
な

〈

民
艇
の
肉
閥
的
・
道
徳
的
健
全
の
徴
去
で
あ
り

H
生
活
保

準
(
印

Z
E
o
E
。
『
口
出
町
)
を
低
下
せ
ざ
ら
む
が
鵠
に
は
不
可
越

的
の
も
の
で
あ
る
。

向
此
外
的
穀
物
。
増
産
・
犬
訓
賞
間
格
白
下
落
・
欧
洲
山
口
或
図
々

に
於
け
る
砂
拙
の
生
産
過
剰
鵠
は
伊
太
利
市
場
に
激
烈
な
る
競

争
を
惹
起
し
、
大
菱
及
砂
倍
。
輸
入
閥
税
の
引
上
げ
を
徐
儀
た

〈
せ
し
め
て
ゐ
る
が
、
之
は
引
上
現
出
の
消
滅
k
共
に
撤
回
せ

ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
査
し
か
ミ
る
附
税
白
引
上
げ
は
必
需

品
の
倒
格
を
騰
貴
せ
し
め
、
活
に
農
工
業
に
於
け
る
生
産
喪
主

高
齢
せ
し
め
る
と
一
五
ム
重
大
た
る
影
響
主
件
ム
か
ら
で
あ
る
。

以
上
農
産
物
の
減
少
に
釘
し
天
候
の
不
順
よ
り
見
る
時
は
利

貨
建
直
し
の
影
響
は
二
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
叉
或
る
場
合

第
二
十
九
谷

C
六

部

脱

五
O 

に
は
耕
作
物
の
蹄
換
の
掲
と
、
貨
幣
建
直
し
に
図
る
生
産
物
資

却
困
難
の
預
想
の
震
に
耕
地
問
債
の
減
少
さ
れ
た
所
も
あ
る
。

乍
併
農
家
は
物
偵
の
念
述
在
る
下
落
・
耕
作
費
特
に
化
製
肥
料

の
購
入
及
使
用
の
節
械
を
飴
儀
左
く
せ
ら
れ
た
事
等
に
よ
っ
て

も
収
総
目
減
バ
少
し
托
止
も
間
九
時
②
心
で
あ
る
。

農
業
に
於
け
る
館
業
は
増
加
し
た
月
も
あ
る
が
金
問
主
し
て

は
増
加
し
た
と
は
一
再
へ
な
い
、
印
ち
一
昨
年
米
は
綿
計
約
一
一
一
-

高
件
に
し
て
咋
/
ぞ
本
は
約
二
寓
件
・
と
た
っ
て
ゐ
る
。

三
、
工
業

貨
幣
使
他
回
復
の
工
業
に
針
す
る
影
響
は
最
大

な
る
も
の
で
あ
っ

τ、
生
産
費
を
新
物
倒
水
市
に
迎
合
せ
し
む

る
に
苦
心
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
鮪
業
及
び
機
械
工
業
白
欣
態

E
示
す
銅
織
の
生
産
額
は
一
九
二
J

ハ
年
よ
り
減
少
し
二
七
年
九

用
に
は
最
低
額
一
一
寓
四
千
噸
に
減
少
し
た
も
の
が
、
二
八
年

春
よ
り
漸
失
増
加
し
年
末
広
は
月
額
平
均
一
六
高
四
千
噸
主
主

り
、
伊
太
利
に
於
て
記
録
せ
ら
れ
た
る
最
高
生
産
額
を
示
す
に

至
っ
た
。
と
の
一
繁
栄
は
恐
ら
〈
一
一
回
保
護
的
手
段
に
よ
り
輸
入

品
K
内
地
生
席
ロ
聞
が
代
用

t
ら
れ
た
事
に
図
る
が
他
国
交
通
業

等
白
繁
栄
に
よ
る
需
要
の
自
然
的
増
加
に
も
基
〈
で
あ
ら
う
。



製
造
工
業
楢
嬰
の
地
位
世
占
む
る
識
繊
工
業
に
貨
幣
憤
値
安

定
後
不
況
占
な
り
、
生
糸
及
び
人
絹
方
岡
に
は
一
白
恐
慌
欣
態

を
さ
へ
惹
越
し
た
。
併
し
昨
年
中
に
は
全
く
改
良
さ
れ
て
、
綿

糸
の
輪
出
は
一
九
二
七
年
の
二
一
寓
八
千
片
が
二
八
年
に
は
二

五
寓
」
ハ
下
片
と
た
り
、
綿
布
は
四
九
寓
五
千
片
が
五
三
寓
五
千

片
、
毛
織
物
は
六
高
五
千
斤
よ
り
七
高
二
千
片
に
、
腕
糸
は
五

高
六
千
介
よ
り
六
部
五
千
片
に
、
生
糸
拡
五
高
二
千
月
か
ち
五

前
六
千
月
K
柑
加
し
党
。
紺
純
物
・
混
ぜ
純
・
人
紺
等
も
晴
加
し

て
ゐ
る
o

以
上
多
く
の
場
合
に
於
て
在
来
の
外
図
版
路
が
、
単

に
維
持
せ
ら
れ
た
る
の
み
た
ら
十
、
同
町
貸
並
に
利
潤
の
下
げ
に

上
り
著
し
く
慣
絡
を
低
下
せ
る
鵠
陀
捌
張
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
ゆ
貨
幣
安
定
直
後
の
年
に
於
て
斯
の
如
宮
著
し
き
輪
出
の
維

持
獲
展
。
跡
を
越
し
得
た
事
は
良
に
幅
制
業
の
徳
山
且
賀
す
べ
き
で

あ
り
、
又
斯
業
輸
出
の
鏑
張
に
菅
に
小
部
分
な
り
し
占
は
一
再
へ

貨
幣
倒
値
減
少
に
到
し
効
果
あ
り
し
の
み
な
ら
守
、
大
な
る
部

分
に
於
て
伊
闘
経
済
の
優
良
分
子

E
表
す
も
の
で
あ
る
。

金
属
・
機
械
及
び
電
築
工
業
の
繁
盛
は
前
述
銅
鎚
の
生
産
増

加
の
謀
に
原
料
品
輸
入
の
柑
加
配
示
す
も
の
で
あ
る
。
鎖
板
及

雑

錐

伊
土
利
由
財
政
相
演
近
況

ぴ
錫
鍍
徴
。
輪
入
は
二
七
寓
五
千
唄
よ
り
四
八
高
噸

K
銅
は

六
三
高
四
千
噸
よ
り
七
八
寓
九
千
噸
に
、
机
聞
は
一
六
寓
七
千
噸

よ
り
二
七
寓
一
千
噸
に
、
亜
鉛
は
九
高
六
千
噸
よ
り
十
寓
三
千

噸
に
増
加
し
て
ゐ
る
が
、
此
種
生
産
物
白
大
部
分
は
内
地
に
於

て
需
要
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
o
唯
例
外
は
白
関
車
工
業
で
、

一
昨
年
一
二
三
二
一
一
輔
の
職
問
あ
り
し
も
の
が
、

咋
年
に
は
こ

八
、
二
八

O
輸
に
減
少
し
て
ゐ
る
、
と
れ
は
欧
洲
各
国
共
通
D

現
象
で
あ
っ
て
主
と
し
て
米
闘
の
逃
山
に
原
閃
す
る
も
の
で
あ

る。
止と

1111 

化
接
工
業
は
一
方
貨
幣
偵
値
組
直
し
の
た
め
製
品
の

債
絡
下
落
と
他
方
例
へ
ば
燐
酸
肥
料
等
の
如
〈
需
要
誠
退
の
彬

響
を
受
け
た
が
、
昨
年
来
快
復
し
た
。
食
料
品
工
業
中
駒
栄
は

一
九
二
七
年
の
耐
業
凶
作
と
外
因
白
競
手
占
に
因
り
不
振
と
友

っ
た
が
、
咋
年
は
豊
作
に
恵
ま
れ
た
る
主
保
融
嗣
税
に
よ
り
復

興
し
た
。
植
物
性
製
油
業
は
哨
進
白
勢
を
維
持
し
、

叉
食
料
品

工
業
中
例
へ
ば
製
粉
業
内
如
曹
は
多
少
貨
幣
安
定
化
の
影
響
主

築
受
け
た
。
他
工
業
は
家
賃
闘
係
の
障
碍
か
ら
住
宅
投
資
を
妨

ぐ
る
錆
に
減
退
L
ワ
o
A

あ
り
、
建
築
材
料
工
業
は
公
企
業
の
詩

第
二
十
九
巻

三

O
士

第

鵠

E 
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雑

錐

伊
太
利
。
財
政
組
椅
近
況

め
一
時
的
好
況
を
呈
し
て
ゐ
る
。

電
力
の
泊
費
量
は
仰
太
利
工
業
の
一
般
的
指
数
!
と
も
云
へ
る

も
の
で
あ
る
が
、

一
九
二
七
年
の
九

O
億
キ
ロ
・
ワ
ッ
ト
が

八
年
に
は
一

O
O億
キ
ロ
・
ワ
ッ
ト
と
な
り
、
水
力
電
気
は
現

在
の
設
備
で
は
一
二

O
O億
キ
ロ
・
ワ
ァ
ト
白
稜
電
は
些
程
困

難
は
左
い
。
し
か
し
向
増
設
。
情
向
が
あ
る
か
ら
本
年
は
一
段

の
m
H
電
力
を
一
亦
す
で
あ
ら
う
。
石
炭
は
一
咋
年
の
千
瓦
百
高

噸
、
昨
年
比
千
二
百
屯
忙
減
少
し
て
ゐ
る
事
は
確
で
あ
る
G

昨
年
英
闘
茨
抗
争
誌
の
得
此
殆
苫
使
ひ
果
さ
れ
た
ス
ト
ッ
ク
を

再
構
L
穴
棋
に
見
受
け
ら
れ
る
。
他
の
動
力
元
も
大
在
る
増
加

を
一
部
す
も
の
で
あ
る
が
、
玲
ど
石
油
(
一
望
川
町
一
一
川
封
一
刈
誠
一
)

に
よ
っ
て
山
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

商
工
業

ι於
け
る
同
胞
参
加
者
搬
は
一
月
の
一
一
二
高
三
千
人

官 五 上
聴寓り
の八七
数千月
宇人に

は-----は
協同一最
栄子"少
町八日一

逗雪主 h
況手芸高
を人同七
完胡l千
金、J 人

1<: 止.!:
反tx. tx. 
影つり
すて十
る ゐ こ
もる月
白。末

で 乍に
は世tI土
tx.止t二:

吾
人
は
確
信
を
以
て
戒
心
す
べ
き
比
例
に
非
る
事
を

断
一
冒
し
得
る
。
会
的
勢
働
及
ぴ
政
府
の
採
用
せ
る
大
企
業
改
良

い
か
ら
一
、

第
二
十
九
巻

O 
A 

の
政
誌
は
出
業
主
減
少
せ
し
む
る
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

五

回

商
業

内
閣
附
業
は
一
丸
二
七
年
下
牛
期
よ
り
二
八
年

都

競

初
頭
忙
減
少
し
、
其
後
直
ち
比
増
進
し
て
ゐ
る
o

闘
有
餓
道
の

運
般
貨
物
噸
数
、
伊
太
利
諸
泌
の
一
般
貸
取
扱
噸
撒
も
何
れ
も
此

泊
自
主
惇
へ
る
も
の
で
あ
り
、
粧
消
繁
柴
の
凶
復
を
一
部
す
も
の

匂
あ
る
。

る
。外

耳it 開
位貿
百 易
商額

刊:長
貨
i亡
j島

算
衣
;/-1' 
-r 
h 
t土
三t
") 

如

く
で

あ

'1' 

鹿
一
昔
冨

一九一一回
一喜一昌

一均一一均
一在一也

一九-一
A

輸

入一回、晶一一屯

-虫、ロ堕回

一晶、凡点口

一A
、九九耳

一品、
b

官民一回

目一一-、口回一一

輪

山白川、申告一

一一、九口一

一五、
A
Z
一一

一五、七口ロ

一皿、一点コ一

一回、吾一血

輸
入
超
過

星、三白

岡、一四一山

内、口史

豆、一一九亙
回、古口一

省、五三

一
丸
二
八
年
の
外
岡
貿
易
心
掛
問
題
は
或
程
度
忙
於
て
前
年
の

逆
で
あ
り
柿
償
で
も
あ
る
、
散
に
前
年
の
事
怖
を
顧
躍
世
十
し

て
は
補
者
の
比
較
は
出
来
左
い
。
一
丸
二
七
年
比
物
偵
の
著
し

き
下
落
の
た
め
人
々
は
生
産
物
の
手
持
主
会
組
賢
却
し
生
産
を



抑
制
し
日
原
料
品
の
貯
械
を
も
差
控
へ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に

二
八
年
に
は
一
旦
物
仰
の
安
定
が
得
ら
る
与
や
、
生
産
物
の
輪

出
は
復
品
目
し
生
持
活
動
は
臨
時
比
ル
」

k
b
原
料
も
貯
蹴
せ
ら
る
与

に
至
っ
た
。
乍
併
苔
人
に
は
興
昧
あ
る
他
の
事
怖
が
之
ι
競
合

す
る
、
即
も

a

九

二

七

八

年

ω或
紐
牧
獲
の
平
凡
た
り
し
事

は
例
外
的
に
多
絹
左
右
食
料
品
の
輸
入
を
必
要
企
し
輸
川
の
閑

維
一
な
る
と
共
に
、
岡
際
競
争
の
激
烈
化
例
へ
ば
人
組
・
自
明
時
中

等
山
重
要
輪
川
品

ω環
日

間

hymm砕
す

o
の
で
る
る
。

現
一
3
る
に

過
渡
叫
一
判
官
を
有
す
る
若
干
嬰
識
の
泊
去
さ
る
h
附
は
、
持
政

的
日
全
法
在
る
人
口
靖
加
に
よ
り
輸
入
超
渦
の
傾
向
宇
一
大
た
ら

し
む
る
も
の
あ
り
占
酬
も
、
恐
ら
〈
貿
易
差
額
の
不
足
は
最
も

近
き
将
来
に
於
て
減
申
す
る
も
の
'
と
考
へ
ら
れ
る
。

主
.
外
園
局
替
及
び
金
融

外
闘
病
替
相
場
は
咋
年
前
半
は

順
に
後
A
T
は
逆
主
主
っ
た
。
即
ち
最
初
の
凶
牛
矧
は
紐
育
に
於

凶
?
?

て
百
利
に
封
し
五
、
二
八
八
弗
丘
り
し
も
の
が
、
次
の
間
牛
則

針最に
米後は
主主 の五
替 I川 二
に 4ミヱ
於 J悶ハ

;lL 
けに ι

るは Ji
か五官

自主雪
印との
益漸 [!q
山洛牛
EJl し 期
目前とに

異釘江里
3吊-.::L. .LJ 

のミ;平二
現= 倒三
象弗 比五
で、古

雑

錐

伊
太
剰
の
財
政
曲
演
近
況

ア
ラ
シ

あ
っ
て
、
例
へ
ば
法
相
場
の
如
き
投
も
類
似
す
る
も
白
で
あ

る。
割
引
歩
合
は
昨
年
七
広
か
ら
五
・
五
%
に
引
下
げ

ιれ
で
あ

っ
た
の
を
木
年
一
月
六
%
に
三
月
七
%
ι
引
上
げ
た
。
共
白
目

的
は
同
冊
、
も
左
く
短
期
賛
金
の
利
用
を
長
則
の
も
の
一
主
代
替
せ
し

め
潟
都
相
場

E
有
利
在
ら
し
め
ん
と
す
る
所
に
砕
す
る
。

伊
太
利
斜
行
紙
幣
の
椛
地
翻
比
一
丸
二
七
年
末
K
M

九
丸
前
二
千
利
を
示
し
た
が
昨
年
末
日
に
は
て
七
一
丸
高
五

千
利
忙
減
φ
し
一
【
一
ゐ
る
。
流
通
紙
幣
の
融
制
は
買
に
↓
人
主
る
割

合
を
以
て
減
少
し
て
八
七
七
寓
五
千
利
か
ら
一
、
七
四
六
高
五 -l; 

千
利
・
ど
在
っ
て
ゐ
る
。
政
府
紙
幣
は
補
助
銀
貸
止
代
り
殆
E
流

通
し
て
ゐ
在
い
。
本
年
に
入
つ
て
は
流
通
紙
幣
は
更
に
械
翻
を

一
目
し
て
ゐ
る
、

査
し
物
倒
下
落
k
搬
出
奨
励
輸
入
抑
盤
之
の
潟

に
‘
丑
ぴ
発
赤
銀
行
自
身
の
資
金
主
擁
護
せ
ん
が
篇
で
あ
る
。

物
債
・
生
計
費
・
地
金
債
椅
等
は
殆
主
制
型
化
が
左
く
、
貯
蓄
銀

行
預
金
も
犬
い
忙
増
加
し
て
ゐ
る
。
卸
資
物
似
指
数
亦
礎
化
少

〈
、
小
質
物
倒
指
数
も
亦
犬
鰐
或
限
度
内
の
勘
怖
に
止
っ
た
と

云
ひ
得
る
o

取
引
所
相
場
の
動
揺
し
た
事
は
勿
論
で
あ
る
c

都
二
十
九
谷
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雑

錬

世
大
利
。
財
政
組
油
間
近
沼

六
、
財
政

伊
太
利
財
政
は
貨
幣
心
建
直
し
に
依
っ
て
も
犬

し
た
素
乱
な
く
維
持
せ
ら
れ
た
。

一
九
二
七
|
二
八
年
の
合
計

年
度
は
前
年
度
主
た
差
・
泣
く
、
慌
少
の
剰
歓
を
潤
し
て
決
算
せ

ら
れ
た
。
今
最
近
七
筒
年
の
歳
入
・
歳
出
・
及
び
各
年
度
末
の
閣

債
を
新
貨
に
換
算
し
て
示
せ
ば
尖
の
過
で
あ
る
om
平
位
百
寓
利
。

、
自
匂
片
一
日
J
E

合
副
均
佐
F
室
内
月
品
川
同
」
曲

年
世
戒

の
内
聞

情
総
額

A
2
J
一一九

世
昔
、
ゴ
完

均
A
、八喜一

点昔、ロ山一

A
也
、
~
申
告

A
点、同国内

A
也
、
日
〕
均

同一一一一一一一!:;: さ聖書告を告さき芝生

産TT T T T T T 
に亙耳石日正面三

i~ 至白
算十λ
四一

与互5-一一一 4 一
時九百 -w 亙"，";:匂 J、
は二 aJニJJt d 主""
一元三男豆急先立

ゴL

下
二(十)(+)(+)(十)1+)(ー)(ー)は制
ノL ニ不儲

益三重重量三番重(引去)
の
毒主
守入
/i¥ 

肱

;A， 

111 

一角、山一員

一昔、七川内

一円、一
E
A

一五、同九回

一円、
A
章

一品、九一一内
角、一道

は
利
貨
切
下
げ
の
符
め
利
貨
の
最
も
下
落
せ
る
一
九
二
五
|
二

六
年
皮
に
比
較
し
て
約
二
九
%
の
超
過
で
あ
り
、
本
年
度
の
刺

除
は
崎
年
度
よ
り
更
に
増
加
す
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。
叉
内

閤
債
は
一
九
二
六
年
六
月
=
一

O
日
に
比
較
す
る
と
一
丸
二
八
年

十
二
月
末
日
に
は
肢
に
三

O
V
A
の
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
等

第
二
十
九
巻

O 

第

規

一
五
四

の
比
較
は
伊
太
利
岡
民
が
貨
解
建
直
し
の
翁
に
如
何
に
大
な
る

努
力
を
惜
し
ま
・
な
か
っ
た
か

E
示
す
も
白
で
あ
る
。
現
在
租
税

牧
入
は
地
方
税
を
包
合
せ
し
め
て
.
欧
各
閣
と
略
ζ

同
比
例
た

る
金
牧
入
の
二
三
二
川
%
を
占
め
て
ゐ
る
。
伊
太
利
政
府
に

建
一
さ
れ
た
る
最
も
困
難
な
る
責
務
は
経
費
節
減
の
問
題
で
あ

る
C

蓋
し
現
時
の
過
重
負
抑
制
円
械
の
潟
に
、
凶
際
的
競
手
場
加
盟

に
於
け
る
伊
太
利
農
業
及
工
業
献
磁
の
改
善
の
怨
に
、
耐
し
て

伊
太
利
経
済
の
護
保
が
よ
り
自
由
に
よ
り
迅
一
地
に
獲
得
せ
ら
れ

ん
が
矯
に
必
要
む
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

× 

× 

× 

以
上
要
す
る
に
、
伊
太
利
経
済
活
動
か
貨
幣
慣
盟
主
に
蹴

〈
不
況
時
代
主
組
て
愛
展
欣
態
に
入
っ
た
事
は
何
人
も
之
を
否

定
す
る
と
と
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
新
時
代
は
今
共
端
緒
を
開

い
た
の
で
あ
る
が
・
今
後
幾
多
の
困
難
E
排
除
し
て
益
ζ

完
成

に
赴
か
ん
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
政
府
白
生
産
界
を
質
量

双
方
共
に
改
善
せ
ん
と
す
る
施
設
及
び
尚
業
特
に
輸
出
貿
易
に

於
け
る
組
織
の
定
成
化
へ
の
努
力
.
犬
銀
行
と
寅
業
界
の
大
部

分
が
諜
業
を
集
中
整
理
せ
ん
主
し
一
般
的
に
は
技
術
主
艇
済
の

一九二九年三国一五目。



翻
献
よ
り
す
る
農
業
合
即
化
の
組
織
、

問
申
棋
の
組
合
的
作
枇
的

凶
世
間
が
産
業
界
に
於
け
る
各
附
級
の
利
害
の
協
調
及
か
か
h

る

利
笥
の
凶
川
町
的
利
市
町
止
を
制
和
ぜ
ん
止
す
る
問
地
場
.
凡
て
は

伊
太
利
川
町
民
組
仰
の
上
り
た
な
る
而
し
て
上
り
完
全
な
る
四
四
肢

を
全
市
せ
ん
と
J
る
保
件
を
な
す
も
の
で
あ
る
。


